






 

研究目的 

 胎児発育遅延の成因は単一のものではなくて,種々の因子の複合であろうと

いうことが推定されつつある。そこでこれら各因子を逐一分析し,その集大成を

行えば対策えの道も開けるわけであるが,その全てを網羅するわけにも行かな

いので,今回は臨床の立場から従来しばしばその対策が重要視され,かつ SFD と

の密接な関係を有している下記 2 項目(①)と②)につき診療面に資する目的で

因子の分析を行うと共に,現実に出産している SFD の対策を考える意味で,③項

にあげた面から SFD と AFD との相異につき検討を行ってみた。 


